
2021 年 11 月 27 日（土）第 31 回 学習会まとめ 

 
提案① 愛知県刈谷市富士松南小学校 中野 真悟 先生 

「『指導と評価の一体化』を実現する評価の在り方に関する実践研究」 

 
 

 



 







 





 

 
 
 
 



中野先生の提案について協議・質疑応答 

Q 作成したルーブリックの枠に入らないけれど、感覚的に見て「子どもがよいこと言っていたな、やっていた

な」のように、人間的によいと思ったことをどう捉えるのですか？ 

A 今回は、授業の発⾔とかを取り⼊れずに、あえてワークシートだけで実践した。そのため、ルーブリックを
広めに作るように配慮した。感想だけを書かせると、その⼦の学びをちゃんと読み取れないことがあるため、⼆
つの記述欄を設けた。 

書きことが苦⼿な⼦は、１⾏しか書いていないが、⼼の中でものすごく学んでいる⼦がいると思う。そのよう
うな⼦には、ルーブリックにこだわりすぎないように気をつけた。 

ルーブリックを緩めに作っておく。⼦どもたちの⾒取りがしやすくなる。あまりに詳しくしてしまうと、観点
別評価になってしまう。評価基準に近くなってしまうため緩さが⼤切だと思う。 
 

Q 形成的評価は記録に残さないもの、総括的評価は記録に残すものと捉えていますか？  
A 診断的、形成的、総括的評価は、すべて記録に残すものだと思う。記録に残し 、そして、指導の改善に活
かしていく。 
 

Q 子どもの瞬間的なパフォーマンスを見る際のコツ、ポイントを教えてください。 

A ルーブリックを⾒直し、パフォーマンスをよりよく⾒とれるようにしていった。複数名、複数クラスで評価
すると、枠に⼊らないけれどよいことを書いている⼦がいることに気付いた。その都度、ルーブリックを⾒直し
た。他の先⽣とルーブリックを調整することも⼤事かもしれない。 
 
Q 評価の精度を上げるためのお考えを教えてください。 

A モデレーションも然り、指導案の検討も複数の先⽣で⾏うことが１番よい。精度を上げるためには、何回も
⾏うこと。他の教科等の評価⽅法を研究することが⼤事。他教科等との整合性を取れるようにする。 

全教員で共通理解を図りつつ評価を⾏っていくと、評価の妥当性も⾼まると思う。 
 
 
Q この研究で、どのような子どもを育むことを意図しましたか？ 

A 今回は、統計的な⼿法を⼊れた実践研究を⾏った。学校の道徳教育⽬標、総合単元的なテーマ⾃体が⽬指す
児童である。 
 
Q ３ヶ月間の研究を通して、教師の指導のためになったこと、子どもの学びのためになったことを教えてくだ

さい。 

A １学期の中で、⼦どもがとてもよく育っていた。今回は、形成的評価ではなく、総括的評価に注⽬したため、
平均値には⼤きな変動がなかった。 
 ワークシートの記述例を学級全体に紹介すると、そのような記述が広がった。しかし、教師がそのように⾔っ
たため書いただけ、形だけを覚えただけとも考えられる。ですから、評価は難しいと感じている。 
 
………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 
 
 
 



提案② 横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校 根本 哲弥 先生 

「子どもと教師がつくる道徳の授業〜『なるほど！』ある授業をめざして〜」 
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根本先生の提案について協議・質疑応答 

Q 教師が考える授業の流れから外れ、引っ掛かりを感じる子どもへの対応は？ 

A 授業が終わった時のまとめの時間に、道徳ノートにそのような⼦の考えを表現させている。 
 
Q 振り返りの型（はじめは〜、授業を通して〜、これからは〜）で毎回書かせているのか？ 教材によって変え

ているのか？ ３つの観点で書かせる際のポイントはあるか？  

A 書きにくい⼦への対応として、４、５⽉に型を⽰したことがあった。しかし、型を⽰すのは教師の押し付け
と感じることがあった。だから、毎回ではない。授業によっては、「感じたことを書けばよいよ」と伝えることも
ある。 
 
Q 子どもの振り返りへのコメントに意識していることは？ 

A 教師の考えを書くことは避けている。⼦どもの新しい考えに対して、「⾯⽩いね」「新しい考えだね」「こうい
う場合はどうなんだろう」などと書くことにとどめている。 
 
Q 板書する際に気をつけているところは？ 色分けの意味は？ 

A ⽅法には全てメリットとデメリットがあると考えている。⾔葉より図で⽰した⽅が分かりやすいと思った場
合に板書に取り⼊れることがある。⾊分けにも絶対的な基準を設けていない。⾚をよい意⾒、⻘をそうではない
意⾒などのように⼦どもに悟られないように気を付けている。 
 
Q 子どものつぶやきなどを含めてどこを見ていますか？  

A ⼿をぴっと挙げる⼦も含めて、中途半端に⼿を挙げている⼦に注⽬している。その⼦を授業のどの場⾯で意
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図的に指名しようかなどを考えている。 
 また、⿊板前から教師が消える場⾯を設けている。そのことで、⼦どものつぶやきがより聞こえることがある。 
 

◎お二人の提案は、まさに「一人ひとりの生き方を励まし、勇気づける授業」に関する提案でした。 

提案者の先生、ご参会いただいた皆さん、どうもありがとうございました。 


